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福岡県古賀市議会議員 

奴間 健司 

★不祥事続発と市長の責任 

★市長記者会見で説明責任果たすべき 

★職員不祥事 市長の減給処分が必要 

★職員採用試験要項の４月公表を 

★職員採用説明会、ＳＰＩ３の導入を 

★フレッシャーズノートの活用を 

●テーマ① 「一連の不祥事の説明責任と市長のとるべき態度について」 

●テーマ② 「人材確保・育成のための総合的かつ大胆な改革を」 

ぬま健司の提言詳報（第７弾） 
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○奴間 健司 皆さん、こんにちは。会

派・希来里の奴間健司です。 

きのうは久しぶりの雨に加え、深夜に

は大分県佐伯市で震度５強の地震があ

り冷やっとしました。改めて防災対策を

チェックしなければと思いました。 

 さて私は３月定例会で施政方針に関

連し、計画的行財政運営の年間サイクル

を提言。それがもし実現していれば、今

ごろは施政方針の市民説明が終了し、市

民満足度のアンケート集計結果が出ま

す。そして、古賀市の将来をにらんだサ

マーディスカッションがいよいよ準備

されるころです。一日も早くこうした状

況を古賀市に実現したいものです。市民

の市政に対する信頼と参画、そして職員

のモチベーションも上がるからです。 

国政でも地方政治でも、説明責任を果

たすことは基本中の基本です。安倍政権

の支持率が急落したように、それを怠れ

ば国民の心は離れます。中村市政の支持

率が今どうなっているかは大変気にな

るところです。理想の姿に近づけるため、

現状の問題点を発見し打開策を提言し

たいと思います。 

 そこで第１のテーマは、一連の不祥事

の説明責任と市長のとるべき態度です。 

 古賀市では、県管理河川の超過取水や

職員の不祥事などがマスコミで大きく

報道されました。市民の市政に対する信

頼を損なうとともに、古賀市のイメージ

がダウンしました。市民の多くは、市政

の信頼を回復したどころか、まだ納得し

ていないというのが現実ではないでし

ょうか。処分を重くしろと言いたいので

はありません。また、本人にも人生をか

けて頑張ってほしいという気持ちを持

っています。市長の説明責任を問いたい

のです。そこで、以下、見解を求めます。 

１、一連の不祥事について、市長はどの

ように受けとめているか。要因をどう認

識しているか。 

２、市長自身の責任をどう考えているか。 

３、市政に対する信頼回復のため、どう

するのか。 

 第２のテーマは、人材確保・育成のた

めの総合的かつ大胆な改革です。 

 ことしは市制施行 20 年の節目の年、

2025 年問題への備え、私が提言しており
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ます「健康と地域づくりビジョン」の具

体化も待ったなしです。しかし、市政運

営の現状と将来に一抹の不安を感じて

います。現状打開には職員の要素が非常

に重要であることから、以下、見解を求

めます。 

１、人材確保・育成に危機感を抱いてい

るか否か。 

２、今年度の職員採用試験要項の公表時

期と内容。 

３、知識よりも判断力や人間力を重視す

るため、市長等による採用説明会、試験

日程前倒し、試験内容改善やインターン

シップ導入等の採用改革に挑戦しては

どうか。 

４、今年度導入された新規採用職員サポ

ーター制度の具体化や、2015 年 12 月議

会で提言したフレッシャーズノートの

活用はどうなったか。 

５、来年度の職員採用試験要項の検討と

確定時期。 

 いずれも市長に答弁を求めます。 

○中村 隆象市長 奴間議員の１件目

の御質問、「一連の不祥事の説明責任と

市長のとるべき態度について」にお答え

します。 

 １点目についてお答えします。一連の

事務ミスや不祥事につきましては、市民

の皆様に不信感、また不安感を与えまし

たことに対し、まことに申しわけなく思

っております。要因としましては、これ

まで本市で起こった事案について注意

喚起を行ってまいりましたが、結果的に

徹底されていないことではないかと認

識しています。 

 ２点目についてお答えします。一連の

事案が発生したことについては、市長と

して責任を痛感しています。失った古賀

市への信頼を回復するために、職員に服

務規律を徹底させること、綱紀を保持さ

せることが私の責任と考えています。 

 ３点目についてお答えします。信頼を

回復するために職員全員がいま一度原

点に立ち返り、服務規律の徹底、綱紀の

保持に努めてまいります。具体的には、

近年生じた不祥事事案や不適切な事務

処理事案を例とし、改めて防止策を各部

門で協議し、各課長から課の職員への情

報共有、指導を行うこととしております。

あわせて全職員対象の倫理研修を行っ

てまいります。 
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 次に、２件目の御質問、「人材確保・育

成のための総合的かつ大胆な改革を」に

ついてお答えします。 

 １点目についてお答えします。人材確

保についは、民間企業の業績の好転など

から応募者の減少傾向があり、楽観視で

きないと考えています。また、人材育成

については、古賀市人材育成基本方針に

基づき、人事評価制度、職員研修制度を

軸に、本市職員としての意識、姿勢、職

務遂行能力の向上を図っていますが、人

材育成に終わりはございませんので、今

後も継続して同基本方針にうたってお

ります「期待される職員像」を目指して

まいりたいと考えています。 

 ２点目についてお答えします。今年度

の職員採用試験の募集要項の公表は７

月から行うこととしており、内容は、採

用区分、採用予定人数、受験資格、試験

の日程、受験手続、勤務条件などを記載

いたします。 

 ３点目についてお答えします。採用試

験についは、これまでも試験内容の改善、

面接技法の研修など改革に取り組んで

きたところです。また、インターンシッ

プの受け入れも既に実施しており、将来

の古賀市職員を目指してもらえるよい

機会と捉えています。なお、採用説明会

や試験日程前倒しといった取り組みを

実施している自治体もありますので、こ

れらの取り組みについても今後参考に

してまいりたいと考えています。 

 ４点目についてお答えします。新規採

用職員サポーター制度については、新規

採用職員が職場環境や仕事になれるま

でのおおむね１年間、職員１人に対し１

人の先輩職員をサポーターとして指名

し、仕事の内容はもちろんのこと、さま

ざまな相談や対話を通じて精神的な支

えとなることで、新規採用職員の抱える

不安や悩みの解消につなげていこうと

するものです。この制度は、平成 28 年度

に試行し、今年度から本実施しています。 

 フレッシャーズノートにつきまして

は、まずこのサポーター制度の定着を図

りながら、新規採用職員を育成していき

たいと考えていますので、現時点での活

用は考えていません。 

 ５点目についてお答えします。来年度

実施します職員採用試験の募集要項は、

来年４月から検討し、６月に固める予定

としています。 

不祥事続発 説明責任を果たすべき 

○奴間 健司 まず、一連の不祥事問題

ですが冒頭に市長にお尋ねします。きょ

うの一般質問は、インターネットを通じ

て市内外に広く伝わります。市長の私に

対する答弁は、市民、職員に対し説明責

任を果たすことにもつながります。そこ

で、市政に対する信頼を回復させるとい
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う強い気持ちで臨んでいただきたいと

思いますが、いかがでしょうか。 

○中村 隆象市長 新聞記事でなかな

か把握できない情報もあり、そういうこ

とも判断の重要な材料になっておりま

す。こういうことを一々説明する機会と

いうのはなかなかございませんので、こ

の機会をいい機会と捉えて、市民の方に

少しでもこの事件についての理解を深

めてもらうように努力してまいりたい

と思います。 

○奴間 健司 県管理の河川からの超

過取水、違法取水問題、また、前経営企

画課長が窃盗容疑で逮捕された件でも、

市長はホームページでコメントを公表

しています。その中の文章のポイントは、

「市政に対する信頼を損なうものであ

り、市民の皆様に深くおわびする」とい

う内容です。３月と５月のことです。こ

ういった事態が短期間に２回も古賀市

で発生してしまったということ自体は、

相当深刻な事態と受けとめるべきだと

思いますが、その認識はどうでしょうか。 

○中村 隆象市長 結果的に、短期間に

このようなことが続きますと、市役所の

イメージというのは大変損なわれるも

のと考えております。 

○奴間 健司 いずれのケースもホー

ムページにコメントを出すだけでした。

市長は、新聞報道だけしか伝わってない

とおっしゃいましたが、今までのような

コメントを出すだけで説明責任を果た

したとお考えですか。 

○中村 隆象市長 詳しく申し上げた

いのはやまやまですが、なかなかそうい

うことになじまないような案件もござ

います。これで十分かと言われると、必

ずしも十分ではないかもしれませんけ

れども、精いっぱいやってこの程度とい

うふうに御理解をいただきたいと思い

ます。 

市長は記者会見で説明責任果たせ 

○奴間 健司 新聞、テレビ、ラジオで

大きく報道されましたので、市民にはそ

の情報がまず真っ先に伝わっています。

社会的影響を考えれば、記者会見を行っ

て市長の見解を発信すべきだったので

はないか。もちろん記者会見を行うタイ

ミングというのは判断が要りますが、や

はり記者会見を行うべきだったと思い

ますが、いかがお考えでしょうか。 

○中村 隆象市長 実は、記者会見を毎

月１回定例会で行っております。（注：事

実は「定例記者発表」）それ以外に緊急性

のあるものについては、いわゆる投げ込

みと称しまして、文書で通知をして、必

要とあれば緊急の記者会見をやってい

ます。今回の事件につきましては、緊急

記者会見は行っていませんが、定例会の

中で事案の説明をできるだけしており
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ます。 

○奴間 健司 私は、そもそもよいニュ

ースも悪いニュースも含めて、定期的に

市長が生の声、生の表情で記者会見を行

った方がよいということを常々提言し

ています。昨日の同僚議員の一般質問に

もありましたが、トップの発信力、これ

が大事だということについては、私は全

く同じ気持ちを持っています。 

記者会見を行うとどうなるかといい

ますと、当然記者から厳しい質問が出ま

す。記者とのやりとりというのは、市民

の皆さんとの対話の一つの形態だと私

は思います。コメントによる一方的な発

信、あるいは文書の投げ込みではなくて、

やはりマスコミを通じて丁寧に説明し、

広く市民に市長のメッセージを伝える

べきだと私は今でもそう思っておりま

すが、いかがでしょうか。 

○中村 隆象市長 今回御指摘のこの

違法取水と職員の不祥事事件につきま

しては、定例の記者会見の中で記者との

それ相応のやりとりは行っておるつも

りでございます。（注：これは事実か？） 

「飲酒で窃盗」 今回の処分は妥当か 

○奴間 健司 具体的な中身に入りま

す。窃盗容疑で逮捕されたと言われる職

員の処分ですが、検察庁が諸事情を考慮

して不起訴とした。それを受けて市長は、

懲戒免職ではなく、６カ月の停職と課長

から課長補佐への降任処分としました。

多くの市民は、お酒を飲んで他人の車を

運転して盗んだのに、なぜこの程度かと

いう疑問を持っておられます。市長は、

まずこの疑問にどう説明されますか。 

○中村 隆象市長 本人がコンビニに

寄ってタクシーを呼んでもらったとい

う事実からして、結果的に事象として窃

盗ということになっておりますけれど

も、窃盗の意思が全くなかったと推察い

たします。これは、私だけの推察ではな

く、三役会の統一結論です。そういうこ

とをなかなか申し上げる機会がなかっ

た、あるいはそういうことをブログで発

信すればよかったという御意見もある

かもしれません。そのことについてはち

ょっと検討したいと思いますけれども、

こういう機会を逆に与えていただいて

よかったなと思っております。 

○奴間 健司 ここから先は私なりの

視点で質問を続けます。今回の処分は、

市長、直接この場で説明していませんが、

いわゆる首になって全てを失う懲戒免

職の次に重たい処分だと説明してきま

した。しかし、多くの市民はそのことは

ご存知ないと思います。であるならば、

不起訴でありながら、なぜ懲戒免職の次

に重たい処分をしたのでしょうか。その

根拠は、議員全員協議会でも説明してい

ますが、事象として飲酒運転したことは
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間違いないという市長自身の認識があ

るから、懲戒免職の次に重たい処分をさ

れたというふうに説明されました。それ

は間違いないでしょうか。 

○中村 隆象市長 飲酒運転について

は、諸般の状況証拠といいますか、そう

いうものから判断して間違いなく飲酒

運転をしたと私は判断をしております。 

○奴間 健司 そこで市長の責任問題

です。今回、市長とか上司に監督責任、

処分がなかった理由として、業務時間外

の事象であり、業務上のことではないか

らだと全協で説明しました。しかし、今

答弁があったように、飲酒運転した事実

は認めております。飲酒運転するつもり

はなかったという言い訳は、私は通用し

にくいと思っています。飲酒運転撲滅を

呼びかけている古賀市、市長の足元で飲

酒運転が発生してしまったわけです。で

あるならば、市長の幹部職員に対する指

導監督上の責任は免れないと私は考え

ますが、市長はどう考えていますか。 

○中村 隆象市長 これまでの事案、あ

るいは処分例をできる限り集めて調べ

ました。その全部が、飲酒運転について

は飲酒運転したという自覚のもとにや

っています。それが今回の事案と極めて

違うところでありまして、こういう事案

に対する処分例というのはございませ

ん。だから何も処分してないということ

ではなく、奴間議員御指摘のように、懲

戒免職の次に重い、古賀市としては非常

に重い処罰をしたつもりです。 

しかし、不起訴処分ということについ

て、このことは我々市としての処分をす

る上においては重要な判断材料です。そ

ういうことから、今回の停職６カ月、課

長代理への降任としたわけです。そのよ

うな処罰に対しての上司の責任という

のも、これは事例はいろいろありますが、

そういう事例からも判断して上司への

処罰はなしと、私も含めてですが、判断

をいたしました。 

市長、三役の減給処分が必要では 

○奴間 健司 タクシーを呼んだから

飲酒運転する意思は全くなかったかど

うか、これを問うているのではなく、ト

ップの責任を問うています。私は、結論

から言うと、市長、三役のある程度の減

給処分は最低必要だったと。市民の信頼

を回復するためには、トップのけじめは

必要だと私は思っていますがいかがで

すか。 

○中村 隆象市長 まず、ちょっと訂正、

すみません。課長代理と申し上げました

が、課長補佐です。 

中村市長 「失策行為」と弁明 

 奴間議員は、飲酒運転する意思があっ

たかなかったかということは余り問題

ではないとおっしゃいましたけども、こ
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れは私としては非常にそこは重要なと

ころだと思っております。これは心療内

科医に相談したときの医師の見解です

が、いわゆる心理学用語ですが、失錯行

為というものがあって、大体 50 を過ぎ

ると誰でもそういうことが可能性とし

てある。一見理屈が通らない行動を失錯

行為と言うそうですが、これは私にもあ

るよと、誰にでもあるんだと。今回のタ

クシーを呼んでおきながら、何で人の車

に乗ってしまったかということについ

ては、論理的な説明は全くできません。

しかしながら、人間にはそういうことが

あるんだということを聞いております。 

 そういうことから、飲酒運転をするな

という教育はしておりますし、その教育

はですね、守っておるわけです。意思と

してはですね。たまたま、想像するに失

錯行為というようなもので、わけのわか

らんといいますか、論理的に説明できな

い行為になっておりますが、本人は、私

は今回の状況証拠から見て、飲酒運転を

する気もなかった、もちろん窃盗する気

もなかったと。このところは重要な判断

材料ではないかと考えておるところで

あります。 

○奴間 健司 失錯行為ということを

説明することに力点を割くあまり、大事

なことを見失っているような気がしま

す。今回の不祥事が飲酒運転の現行犯逮

捕ではなかったことから、市長は飲酒運

転の事実を認めながら、なぜかこれまで

コメントでも、きょうの答弁でも、飲酒

運転撲滅の声は全く上げない。非常に不

思議に感じるんですよ。事故を起こさな

かったこと、犠牲者を出さなかったこと

がせめてもの救いです。飲酒運転を絶対

許さないという強い意志と対策をなぜ

示さないのですか。 

市長 「通常の飲酒運転とは違う」 

○中村 隆象市長 私は、この事件を起

こした当事者本人の気持ちになって考

えますと、本人は飲酒運転をする気がな

かったわけです。ないのにしてしまった

というところは、説明しにくいところで

すが、一つの参考として失錯行為という

ものもあるということで、たまたま、飲

酒運転する気は全くなかったが、そうい

う意味では私どもの飲酒運転するなと

いう指導というものについては、心情的

には守っておるわけです。結果的にそう

いうふうになってしまったというのが

今回の事例で、極めてまれな事例ではあ

りますけども、飲酒運転をしてはいけな

いということは今後もさらに徹底して

いきます。ただし、こういう失錯行為み

たいなものは世の中にはあるというこ

とでもありますので、非常にこれに対す

る判断、処分というのは難しいものでは

ありますけれども、通常の飲酒運転とは
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違うと私は考えております。 

○奴間 健司 これを聞いている方々

は納得するでしょうかね。私は厳しいと

思いますね、これは。 

福岡市は健診受けて保健師が個別指導 

 ちょっと視点を変えますが、６月16日

の西日本新聞に、福岡市の課長級職員の

飲酒運転問題が報道されました。これは

事件になったから出たんですが。本人が

アルコール依存症だったが市は把握し

ていなかったというんですね。福岡市で

は、健康診断で肝臓の数値が悪かったり、

問診でアルコール量が多かったりする

職員をリストアップして、保健師が指導

しているという記事が私の目にとまり

ました。そして、髙島市長は、この事件

をきっかけに職員管理の改善点を検証

し、飲酒運転撲滅の取り組みを続けたい

とコメントしています。 

中村市長は、失錯行為を強調するので

あれば、アルコール依存症だったと言わ

れても仕方がない。じゃあ、そういった

ことをきちんと管理する体制はあった

のですか。古賀市は、福岡市がやってい

るような健診結果を受けての個別指導、

職員管理はやっていたのですか、いなか

ったのですか。どちらでしょうか。 

○中村 隆象市長 ちょっと細かいと

ころですけど、アルコール依存症の人が

失錯行為をするというのではなくて、通

常の、私を含む人が加齢によってそうい

うことをすることがあるということを

言っておるわけで、今回事件を起こした

本人がアルコール依存症であったとい

うことは全く申し上げておりません。 

 それから、本題に戻りますけども、職

員のアルコール依存症ということで、そ

の病名で治療している職員がおるとい

う認識はしておりません。ちなみに申し

上げますと、総合健診を年に１回実施し

ていまして、その中で問診等々による職

員の資料というものについては医師が

一応把握し、適切なアドバイスをしてい

ます。また、月に１回は産業医、保健師

による面談も行っていまして、特に気に

なる職員についてはアドバイスを与え

ているところであります。 

見えない飲酒運転再発防止策 

○奴間 健司 市長の説明を聞いてい

ると、再発防止策は何も出てこないんじ

ゃないですか。失錯行為で特別な例だと

言っておきながら、倫理研修をする。倫

理研修で失錯行為を防げるんですか。ま

た、アルコール依存症並びにお酒の量が

多くて、とかく失敗しがちな方、忘れっ

ぽい方という傾向はあると思うんです

ね。そういったことに対する管理と個別

指導を徹底するということを言わなけ

れば、今回の事態の再発防止策にはなら

ないのではないですか。 
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○中村 隆象市長 アルコール依存症

といいますか、特に飲酒についての指導、

教育というものは、これからもさらにし

ていく必要があると思います。幸い今の

ところ古賀市職員にアルコール依存症

と言われる症状は認識しておりません

が、それに近い職員も全くいないわけで

はないと認識しております。そういう職

員に対してはさらに一層の指導をして

いきたいと思いますし、改めて申し上げ

ますけども、飲酒運転撲滅ということに

ついては今後とも鋭意取り組んでまい

りたいと思います。 

健康経営、職員管理の改善を 

○奴間 健司 私は以前から、人事課に

保健師を配置して、職員の健康管理が必

要だと指摘してきました。岐阜県多治見

市の先進例も紹介したことがあります。

古賀市では保健師そのものの人数が足

りないために、その解決の方がまず優先

課題ではありますが、今回のような不祥

事が起きてしまった以上、こうした取り

組みを真剣に考えるべきだと思います。 

通り一遍の再発防止策では、私は効果

がないと思います。失錯行為ということ

を強調するのであれば、これは人間の高

齢化とともに避けられないというので

あれば、これに対する対応も含めて、古

賀市役所における健康経営、職員管理は

何か改善すべきだと思いますが、いかが

ですか。 

○中村 隆象市長 今回の事例も参考

にしながら、従来行ってきました職員の

健康管理、あるいは健康診断のあり方に

ついても、今後またさらに改善の余地を

検討してまいりたいと思います。 

○奴間 健司 今回のこの公の場での

やりとり、これが市民の信頼回復につな

がったんだろうかな、あるいは逆に不信

感につながっちゃったのかな、これは私

自身の評価は避けたいと思います。しか

し、時間の関係もありますので、ここで

前半のテーマを締めくくりますが、何か

市長、市民に対してさらに伝えたいメッ

セージがありましたら一言お願いした

いと思います。 

○中村 隆象市長 今回の事件に限ら

ず、これまでいろんな職員の不祥事と言

えるものが発生しております。このこと

については厳粛に受けとめて、今後、原

因追及も含め、二度とこういうことが起

こらないように全力を尽くして頑張っ

ていきたいと思います。 

○奴間 健司 タイムリーな記者会見

を行って、直接市長の生の声、生の表情

で発信してほしいと、私はそういったこ

とを慣例化すべきだと思っております。 

人材の確保、職員の育成の改革を 

 ２番目のテーマに移ります。人材の確

保や育成の問題です。市長は先ほど楽観
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視できない状態と答弁されました。私は、

今回の質問に向けて近隣の自治体を調

査しましたが、人材確保には非常なる危

機感を持って早くから職員採用改革に

取り組んでいる自治体があることを知

りました。 

 そこでお尋ねします。古賀市でも職員

採用改革が必要とお考えですか。それと

も、当面、現状でよいと思っていますか。 

○中村 隆象市長 民間企業が好調で、

民間企業の採用人数が増えているとい

うことで、就職率も上がっており、その

影響を受けて、市役所の採用に対する応

募者数が減っていくという傾向は、やっ

ぱり認識しとかなければいけないと思

っています。ただ、昨年までの、面接ま

でやりましたけれども、実感として、だ

からといって急激に人数が少なくなっ

て採用希望者の質が落ちてきたという

認識は、今のところは持っておりません。 

じゃあ、それでいいかということでは

なく、今後についても十分注意して、そ

の動向を探りながら、古賀市で少しでも

よい人材を採用するためにどういう方

法があるかということについては研究

したいと思います。いろんなことを試行

しておられる他市の状況も参考にしな

がら、またその結果も聞かしていただき

ながら、これからもよりよい採用の方法

については工夫を重ねてまいりたいと

思っております。 

○奴間 健司 一般的な答弁に聞こえ

るので、重ねてお尋ねします。市長はそ

ういう傾向を認識しているのであれば、

これまで人事課に対して、職員採用改革

はどんなものがあるか、どんなものが導

入の可能性があるかということについ

て、研修会参加や調査研究を指示したこ

とは今まであったでしょうか。 

○中村 隆象市長 私なりの改善点に

ついては、そこそこの機会を捉えて会話

の中で指示しておりますが、改めてです

ね、そういう研修会に行ってこいとか、

そういう指示はいたしておりません。 

職員採用試験要項は４月公表へ 

○奴間 健司 残念ながら、４月に異動

した人事課長は、不祥事に対する対応に

追われてしまったのが現状ではないか

なと思っています。今回の質問を契機に、

職員採用改革に対する取り組みに本格

的に着手されることを期待して、質問を

続けます。 

 そこで、他市と比較しながら質問した

いと思いますので画面をお願いします。

これは、職員採用試験日程について、古

賀市、春日市、宗像市、粕屋町を比較し

た表です。まず、私が注目したのは、採

用試験の要項の公表時期ですが、赤い矢

印で示しています。古賀市と粕屋町は糟

屋郡のつながりがあるようで、７月１日
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ごろに公表されています。 

一方、春日市や宗像市は、既に４月に

は公表し、早いところでは６月から１次

試験が始まっています。ここには２カ月

以上も差があることがわかりました。 

自治体を受験しようと考えている人

からすれば、どの自治体がどんな職種を

どんな試験で募集しているのかを早目

に知りたいと思うのは当然だと思いま

す。古賀市は、最初から出おくれている

のではないかと感じるのは、私１人だけ

じゃないと思います。 

 市長、こういった要項の公表時期がこ

んなに差があることについて認識して

いたでしょうか。もう少し早く公表すべ

きだと思いますが、いかがですか。 

○中村 隆象市長 これほど詳しく正

確には認識しておりませんが、採用の時

期とかやり方、あるいはＰＲの方法につ

いてもですね、他市でいろんなやり方が

あるということは認識しています。 

○奴間 健司 春日市、宗像市は、来年

４月に採用する職員の試験要項を１年

前の４月に公表しています。ということ

は、その中身は昨年末か、ことし初めぐ

らいには確定し、要項など印刷している

と思います。古賀市は答弁があったよう

に、４月から検討して、７月ごろ公表す

るという答弁でした。市長、この差は何

だとお考えでしょうか。 

○中村 隆象市長 ちょっと今即断す

るのはなかなか難しゅうございますが、

早く公表したほうが人材が集まりやす

いという判断があるの

かなと思います。 

○奴間 健司 この解

答は一つじゃないと思

いますが、私はこんなふ

うに考えました。古賀市

では、中長期の目標に基

づく計画的行財政運営

と、それに対応する人事

政策がまだ確立してないことに根本的

な原因があるのではないか。どのような

政策や施策に力を入れようとしている

のか。そのためにどんな人材が必要なの

かということを早目早目に方針を確立

していく。これが存在しないために、ち

ょっと言葉は悪いんですが、泥縄式に、

何人が足りないから誰を雇う、こういう

ことが繰り返されていました。市長、い
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かが感じますか。 

○中村 隆象市長 奴間議員おっしゃ

るように、古賀市には長期的な展望、ス

ケジュールがないからこういうことに

なっているとは私は考えていません。採

用の人数とか、どういう職種の人間を採

用するかというのは、基本的には長期的

なスケジュールは持っています。その中

で直近のいろんな職員の動き、退職する

職員もおりますし、そういうものをなる

べく正確に把握しながら、次の採用につ

なげていくためには、今のところ古賀市

としては、今申し上げましたように４月

から始めて６月ぐ

らいまで、時間をか

けて案を練ってい

くということは適

当だということで

やってきたわけで

す。しかし、御指摘

のように、それを何

とか３カ月早めて

やっているところ

もあるということについては、その功罪

もあると思います。いいことばかりでは

ないと思いますから、そういうところも

あわせて今後検討していきたいと思い

ます。 

○奴間 健司 春日市や宗像市にでき

ることを古賀市でできないはずはない

と私は思います。来年度の要項について

は、答弁では来年４月から検討を始めて

６月に固めるという回答でした。しかし、

これにこだわらずに、きょういろんな事

例を紹介しましたので、ぜひ来年は少し

でも早く公表してほしい。先ほどの答弁

にこだわらずに、ちょっとこれは研究し

ていただきたいと思いますがいかがで

しょうか。 

○中村 隆象市長 善は急げと申しま

すから、よいと判断すれば、そのように

していきたいと思います。 

市長による職員採用説明会の検討を 

○奴間 健司 採用改革の実例をさら

にお示ししたいので、画面をお願いしま

す。春日市と宗像市では職員採用説明会

をやっています。しかも、これは募集期

間である５月の上旬に行っています。定

員は 130 人程度で、市長がその方々に市

の特徴を説明したり、現職の職員が働き
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がいとか働きやすさをＰＲします。定員

はすぐいっぱいになるそうです。但し書

きとして、これに参加したかどうかは採

用には影響しないと書かれております

が、やる気のある方を引きつける効果は

十分あるのではないかと感じました。 

 市長、こうした説明会については、企

業と同じように地方自治体も行ってい

るということなんですが、ご存知だった

でしょうか。検討する価値があると思い

ますがいかがでしょうか。 

○中村 隆象市長 このようなことを

やってどうだったか、良かったこと、悪

かったことがあると思いますので、それ

は勉強していきたいと思います。古賀市

の採用面接をした経験で言いますと、受

ける人はかなり古賀市のことは研究し

て、他市との比較もした上で受けておら

れます。ですから、古賀市が魅力のある

市であればですね、説明会が必要ないと

は言いませんけれども、まずは古賀市が

勤めたい市になるということが最大の

努力でありまして、そういうことも含め、

今後、労力を惜しむものではありません

ので、少しでもよい人材を採用できる方

法はとっていきたいと考えています。 

○奴間 健司 今、市長が言われた比較

するということですが、最近の若い方は

ホームページで自治体の情報を簡単に

とれます。だけど、こういった職員採用

説明会に出席するとどういうことにな

るかというと、じかに市長の表情を見て、

話しぶりを聞いて判断することができ

ます。明るい人だなとか、おもしろそう

な方だなとか、こういった上司のもとで

働いてみたいなとかですね、こういった

感覚というのは非常に大事だと思いま

す。ですから、自治体にとってはアピー

ルするいい機会になりますし、受験する

方にとっては、インターネットの情報だ

けではなくて、自分の目標とか考えに合

致しているかどうか、これをじかに確認

できるというメリットもあります。そう

いった効果予測がありますので、おもし

ろいと私は感じました。ぜひ積極的に、

近隣の春日、宗像で実例があるそうです

から、担当課に指示して研究していただ

きたいと思いますが、いかがですか。 

○中村 隆象市長 市役所にとっても

ですね、よい人材を採用するということ

は大変重要なテーマであります。このこ

とに対して労力を惜しむものでは決し

てございません。より良い方法を今後と

も続けて模索しながら、よいと思うこと

は速やかに実行したいと考えます。 

ＳＰＩ３能力検査の導入検討を 

○奴間 健司 次は試験方法です。春日

市とか宗像市のチャレンジ枠では、従来

の筆記試験をやめて、ＳＰＩ３能力検査

というのを導入しているということを
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知りました。ＳＰＩ３、これは言語的理

解や数量的理解、論理的思考の能力を判

定する試験で、知識量よりも判断力や人

間力を重視する方法。こう言われてもな

かなか理解しがたいので、私、実際にホ

ームページで引き出して、この試験に挑

戦してみました。例えば、「豆腐と大豆」

という言葉を見て、問題は「ワインと何

か」という設問があります。そこは当然、

答えは「ブドウ」ですが、何からなって

いるかということ発想して、そのワイン

に対応する言葉を選ぶと。一見簡単なよ

うですが、ずらーっと見ていくと正解率

は非常

に低か

ったん

です、

私の場

合 は

ね。こ

んな試

験もあ

るんだ

なとい

うこと

を実感いたしました。これからどういう

資質を持った職員を必要とするかとい

うことにも関係しますが、こういったＳ

ＰＩ３能力検査ということについて、市

長、どんな考えをお持ちでしょうか。 

○中村 隆象市長 その評価はちょっ

と今、即断できません。どのような効果

があるのかということについては、これ

はより良い職員を採用するためのいろ

んな手段の一つとして研究していきた

いと思っています。 

○奴間 健司 民間企業を受ける人は

この試験を受けているそうです。そうす

ると、この試験が導入されるとどういう

ことが起きるかというと、この試験の対

策をしている人は自治体も受けること

ができるメリットがあるわけですね。で

すから、案外と多様な人材を古賀市に引

きつける可能性も出てくると考えられ

ます。この分析はいかがですか。 

○中村 隆象市長 そういうこともあ

るかもしれません。ただ、試験の日程と

いうのはそんなに長くとるわけにはい

17
応募は２３．８倍 受験は１５．５倍 建築土木は採用０

大卒程度は１５６人応募
９９人が受験

応
募
者
数
と
受
験
者
数
の
大
き
な
差
は

深
刻
な
問
題
と
受
け
止
め
る
べ
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きません。やりたいことはいろいろある

わけですね。その中でどういうものを優

先させるかということになると思いま

す。その中での判断をしていきたいと思

っております。 

○奴間 健司 ＳＰＩ３能力検査は民

間がやるので、本人が都合のいい日にい

つでも受けに行っていいということな

ります。市が試験会場を設定する必要が

ないというメリットもあるようです。 

採用試験に現場実習を導入しては 

佐賀県武雄市では、保健師の採用につ

いて夏休みに２週間ほど現場に来ても

らって、現職の保健師と一緒に動いても

らう。そして、その人がどんな態度、ど

んな言葉づかいをするかを見て判定す

るという話もお聞きしました。筆記試験

とか面接がどんなに満点でも、現場で力

を発揮できないとどうかなと思うわけ

ですね。いかがですか。 

○中村 隆象市長 非常にそこは悩ま

しいところでありまして、ペーパーテス

ト、あるいは面接でも一生懸命やってい

ますが、必ずしもそれで 100％成功して

いるかということはなかなか言えない

と私は思っています。おっしゃるように、

ペーパーテストが何ぼできても、実際職

員として仕事をしたときにいろんな問

題が起こるというのもありますので、で

きればですね、本当は１年ぐらい試験採

用したいぐらいの気持ちはありますけ

ども、やはり社会通念とかそういうもの

もございますので、その辺のところは何

かいい方法があれば取り込んでいきた

いなとは思っております。 

新人教育にフレッシャーズノートを 

○奴間 健司 今回、こういった分野

（職員採用改革）では、初めて提言しま

したので、今後ぜひ調査研究していただ

きたいと思います。 

 新規採用職員に対する育成問題に移

ります。先ほどの答弁では、まずサポー

ター制度の定着を優先し、フレッシャー

ズノートについては考えがないとのこ

とです。サポーターになる職員は、そも

そもサポーターから応援を受けた経験

がございません。多分、当面は手探りだ

と思います。やっぱり何らかの統一的な

テキストは絶対必要だと思ってきょう

質問しています。なぜそういった共通の

テキストは必要ないと判断されたんで

しょうか。 

○中村 隆象市長 まず、サポーターに

は、そこそこ優秀な職員が選ばれます。

その職員が必ずしもそういうテキスト、

あるいはマニュアルがないと若手職員

を指導できないとは思っておりません。

それと、いろいろやり方はあります。し

かし、あれもやれ、これもやれと言って、

過度に負担をさせるということも、これ
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は避けなければならないわけで、限られ

た時間内でどういうことをやらせるか

ということになると思っております。 

○奴間 健司 そういう答弁があると

思って、フレッシャーズノートの中身を

幾つか詳細に見ていきたいと思うので、

画面をお願いします。これは以前も御紹

介したんですが、長野県松本市の実例で

す。新規採用職員は画面にあるような

「ふれあい日誌」に、４月は毎日勤務記

録とその日の感想を記入し、先輩からア

ドバイスを受けます。５月は１週間ごと、

６月から９月までは２カ月ごとに記入

します。そして、上司がそれぞれコメン

トを記入した後、人事課がそれを全部読

みまして、新規採用職員が仕事を覚え、

コミュニケーションをスムーズにとれ

るようフォローします。もしその過程で

悩みがあると判断すれば、早目の相談に

対応することにつなげています。 

 非常に簡単なように見えますが、結構

大変な作業です。こういった基礎、基本

を最初の６カ月間に徹底して身につけ

るということは、私は

大事だと思うんですが、

市長、いかがですか。 

○ 中 村  隆 象 市 長 

短時間での説明ですか

ら、奴間議員も十分そ

の内容を説明されてな

いとは思いますが、そ

んなことしなくても、

そこそこやれているん

じゃないかと思います。 

○奴間 健司 私は余りやられてない

と思うんですね。手書きで日報を書くと

いうことは、実際、今の新規採用職員に

やれば、えー、大変だってなると思いま

す。しかし、伝えたいことを表現する力、

読みとる力にもつながるんですね。私も

実は 10 年日記を、今３年目ですが、毎晩

自分との闘いの連続であります。しかし、

一旦習慣となれば振り返りにとても役

立つ。手で書いたものを振り返る。仕事

力の向上にもつながると思うので、そこ

そこやれているはずだという認識は、私

はどうかなと思います。いかがですか。 

○中村 隆象市長 文章を書く力とか

読解力とか、そういうものはペーパーテ

ストの中である程度テスト済みなわけ
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でして、それは個々人が長い役所生活の

中でもっともっとスキルを上げていく

べきことで、何も新採職員の半年とか１

年の間にそこだけを特に磨かなければ

いけないものとは私は思いません。 

フレッシャーズノートによる自主学習 

○奴間 健司 これは論より証拠じゃ

ないかと私は思っています。次に、もう

１回画面をお願いいたします。このフレ

ッシャーズノートの後半には自主学習

のページがあります。ちょっとくどいよ

うですがあえて紹介いたします。例えば

市の概況として、面積はどのぐらいか、

人口は、あるいは市民憲章はどういう内

容か、そして主な政策はどんな内容か、

主な産業は何か、市の組織は自分が所属

する課以外にどんな部や課があるか。そ

してちょっと目を引いたのは、例えば、

市民の方が健康増進のために市主催の

スポーツ教室に通いたいのだがと窓口

に来たときに、どの課に案内するか、こ

ういったことをですね、最初の半年間に

学ばせるという中身であります。 

次の画面（省略）ですが、自分の所属

する課の目標とか仕事内容です。自分の

係のことはわかっても、同じ課でありな

がら他の係のことは案外知らないとい

う現状もあるようです。また、特に市の

財政、予算規模、歳出内容などについて

も学びます。また、特に自分の所属する

課の予算額全体と、そして主な事業別の

予算額も調べる。ひょっとしたら現職の

職員でもそれをとっさに答えられるか

なと私は思います。 

 興味深いのは次の画面（省略）ですが、

議会についても、例えば

正副議長の名前は、常任

委員会はどんな所管事務

で、どういう議員で構成

しているのか、こんなこ

とも学ぶようになってい

ます。 

 新規採用職員が目の前

の業務に没頭して、市全

体のことを学ぶことがちょっと少ない

と思います。こうしたテキストで半年間

みっちり学ぶことは大事だと思います

が、重ねて市長のお考えをお聞かせくだ

さい。 

○中村 隆象市長 議員御指摘のよう

に、これは新採職員だけでなくて、全職
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員が必ずしも、じゃあ 100 点満点とれる

かというとそうでもないような状況が

ありますので、私は古賀市のデータブッ

クというのを今作らせています。全職員

がそれを持って、最低限職員として知っ

ておくべきことを整理させて、それはこ

の新採職員に限らず、全職員に徹底させ

ようと思っております。 

○奴間 健司 もう１回画面をお願い

いたします。これは、公務員としての自

覚を促すテーマ、公務員とはどんな価値

のある職業か、職場のマナー、席を離れ

るときに誰にどう伝えたらいいのか、お

客様対応ではクッションフレーズの使

い方とか、もし来客中の上司に電話がか

かったらどう答えるのか、身内に平気で

敬語を使ったりするケースも目立ちま

すので、こういったケーススタディーが

あります。 

 市民は公務員の仕事だけではなく、そ

の生きざまとか言動全てを見て、市政に

対する評価を抱くことがあると思いま

す。全人格的な評価が求められます。市

役所に就職して最初の半年間、効率よく

学ぶためには、やはり共通のテキストが

どうしても必要ではないか。そういうこ

とで、きょうはここまで紹介して取り上

げましたが、いかがでしょうか。 

○中村  隆象市長 

個人的な感想で申し

わけないんですが、今

の内容だとちょっと

詳し過ぎるかなとい

う感じはします。もっ

と基本的なことがい

っぱいあると思いま

すので、そういうもの

については早急に整

理して、全職員に配付し、職員として最

低限の知識というものは備えさせよう

と思っております。 

（中略） 

先を見て考える職員の育成を 

○奴間 健司 もう一つですね、基礎、

基本のことばっかり強調したんですが、

実は私、何人かお話ししてみましたが、

非常にしっかりした若手職員が古賀市

にもいます。私は、これを磨き上げて立

派な人材にするかどうかが大事であり

まして、下手すれば目の前の業務に没頭
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してしまう、ほかのことは知らない、ま

してや議会のことを学ぼうなんていう

チャンスはない。これはやっぱり改める

べきだと思うんです。絶えず全体を見る、

絶えず先を見て考える職員、バックキャ

スティング手法を身につける職員、そう

いった意味では若手職員が思い切って

研究し提言できる職場、そして若手のア

イデアに耳を傾ける雰囲気が満ちあふ

れる市役所にすべきだと、これは市長の

肩にかかると思いますが、いかがでしょ

うか。（注：長野県松本市の「まつもと１

００年塾」を参考にこの質問をしていま

す） 

○中村 隆象市長 今おっしゃった全

てのことに反対する理由は何もござい

ません。ただ、どの職員でもやっぱりそ

の置かれた立場によって優先すべきこ

とがあると思います。一時期はですね、

もう脇目も振らずにある一つのことに

没頭する時期もあると思います。ですか

ら、それはその個々人のその置かれた状

況においてどのような育成が望ましい

かというのが、このサポーター制度の一

つの狙いでもあります。議員のおっしゃ

っていることを全く否定することでは

ございませんが、そういうことと御理解

をいただきたいと思います。 

（残りは割愛） 

 

＜編集後記＞ 私は一般質問の全記録を冊子

として発行しています。今回は第７弾です。古

賀市の未来を切り開くために必要な提言の連

載シリーズです。この冊子が、これから市議に

挑戦しようという方や現在職員として頑張っ

ている方々の「参考書」になれば幸いです。年

内には連載シリーズを整理し、将来ビジョンあ

るいはマニフェストとしてまとめたいと考え

ています。ご感想、ご提案をお願いします。 

 

 

ぬま健司のプロフィール 

●１９５２年４月１７日生まれ。 

●千葉大医学部中退。 

●１９９５年町議初当選。 

●２０１１年５月～２０１５年５月、市議

会議長。早稲田大学マニフェスト研究所の

議会改革度調査（2014 年度）で古賀市議会

は九州沖縄で第１位と評価。 

●２０１１年１１月 自治功労者表彰を授

章。２０１５年４月、５回連続トップ当選

し、現在６期目。町長・市長選にも挑戦。 

●議運（副委員長）と市民建産委員会所属。 

●「千鳥が池を愛する会」で千鳥小の自然観

察会をサポート 

●「地域医療と市民を結ぶ会」（大岩俊夫代

表）の事務局長 

●妻（社会福祉士）、息子（義肢装具士・神

戸市在住）、娘（管理栄養士）の４人家族 

●趣味は写真、コカリナ演奏など。 

●２０１６年１２月から「ぬまけんの古賀

市に乾杯」ビデオレターを発信。 
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